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編集後記 

▶本号に掲載された論文・報告を通読し，作業療法の実践においてクライアント中心の姿勢が着実に根付いて

きていることを実感いたしました．クライアントの価値観や望む暮らしに丁寧に耳を傾け，その人にとって意

味のある作業を支援の中心に据える視点は，作業療法の専門性を支える基盤といえます．同時に，そうした実

践は作業療法士単独で完結するものではなく，医療・保健・福祉・教育等の他職種との連携を通じて，より具

体的な支援へと結実していることも印象的でした．本号が，読者の皆様にとって日々の臨床を振り返る機会と

なれば幸いです．末筆ながら，私自身もクライアント中心の実践と多職種連携のさらなる充実に向けて，精進

を重ねてまいります．                                                                      （S ・Ｋ） 

▶機関誌「作業療法」がオープンアクセス（OA）化し 1 年が経過した．OA 移行後に投稿された論文は OA 論文

として公開されるが，ここ数号で掲載数が増えており，本号は 18 論文中 13 論文が OA 論文である．OA 論 

文は，ライセンス条件に従う限り，論文内の図表やイラストを無償かつ即座に二次利用でき，大規模なメタ解

析や AI を活用したエビデンス集約などにおいて法的にスムーズに活用できる．つまり，我々の臨床や研究の

知が検索，引用されやすくなり，社会から作業療法の成果へのアクセスが向上することが見込まれる．その恩

恵を実感できるのはまだ先かと思われるが，「作業療法」のなかにライセンスのマークが増えるたびに，そん

な未来への期待が膨らんでいく気がする．                                                  （T・M） 
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